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キキキキキ： 梶梶梶梶梶、、 、の昇昇 ああああ、の溺溺」 、、 桜の樹の下にあ」 、、 冬の大」 、、 溺」 のカのキの、、 生生」――  
 
要要： 大本の目目あ梶梶梶梶梶の作作にににあ、 溺」 のカのキのの把把すあすすすああ。、 溺」 のをキをすすあ梶梶の作作あ数数く
あああ、紙幅の制制制、、 溺」 のカのキのあ高あ密密す織り込まままああ、 、の昇昇 ああああ、の溺溺」 、、 桜の樹の下にあ――
」 、、 冬の大」 に絞り、梶梶大大の新たた側側の見提すすすの試みあ。 

 
はじめに 

 

人類の長い歴史に横たわっている、人間を苦悩

に満たした疫病は山ほどある。例えば、１０世

紀からのハンセン病（癩病）、１４世紀からの

ペスト（黒死病）、１５世紀からの梅毒、１７

世紀からのチフスやら１９世紀のコレラ・結核

、２０世紀のインフルエンザ・（例外的に伝染

病ではない）癌、２０世紀末からのエイズなど

、人類が辛く経験してきた疫病は数多くある。

ここで、日本の近代を中心として考えてみると

、とりわけ上記の疫病の中から結核は作家や詩

人や芸術家の病気だと思われるほどたくさんの

文学者・芸術家・文芸の天才たちの扉を叩いた

。例えば、樋口一葉、森鴎外、田山花袋、堀辰

雄、太宰治、福永武彦などの文学者が肺結核を

免れ得なかったのである。梶井基次郎はその中

の一人であった。 

梶井基次郎は大正９年（１９２０年）５

月に肋膜炎に罹り、発熱し、同年９月、肺尖カ

タルの診断を受け、ひどい患いとの長い付き合

いを始めたことで、二十歳になる前から最期に

かけて、肺結核に生涯の３分の１ほどもひどく

苦しまされたわけである。とりわけ、当時は結

核が社会病として蔓延し、世の中の乱れの原因

の一つだと見なされていた。それは結核死亡者

数及び死亡率の年次推移（１）を見てみると明ら

かになる。梶井基次郎の生きた僅か３２年（１

９０１～１９３２年）に結核死亡者数は大凡7万

6千以上～１２万未満にも達するからである。ま

た、死亡率（人口１０万人対）が１９１０年に

１６３％以上、１９１８年に２５７％を超過し

、１９３２年に１７９.４％に少し低下したが、

また、その後増加していることからも明らかで

ある。 
梶梶梶梶梶あはのははた疫疫あ世の乱す状状に生まま

、はそま、結結に苦そししあ、そしそ、はますはあ彼あ大大
近近大大の、 珠珠」 （ ２）ああああ、 昭昭の古古」 （ ３） すそま
の地地の誇あ創作の残すすすあ提出た受理すあはとにすあた
あす思とまあ。  

もももし、以制の恐もそあ溺死死数死び溺死死すあは
社社目た状状の全く 無無そま研研すあすすも提出たあす本死
あ思は。ははあそた境境あがすしがの場場に、影影の死ぼそ
まあああてすあもは。例ええ、古出、豊豊た自自に恵ままた
大大日の画画画やや作画画あ、はの自自のにしのす、太太、
海、月、鳥、花、四四たがすあそたものの取り制のた芸芸作
作の枡す量あがが創作そましたものすああ。同じ意意す、あ
あ側すあ結結あ梶梶の作作に影の落すそたのすあたあしもは
し。そしそ、、 疫〉 すあは状状のみす、大大文の高あ作作の
遺せあすあ制やたあ。梶梶の置しまた状状すすもに、彼の才

能も重無すすしすああ。というのは、昭和７年３２歳

で肺結核により若死にした梶井基次郎の多くな

い短編小説は、デカダンスやら「自然」やら「

生命」やら「闇」やら「性」やら「死」などを

取り上げており、高い密度で織り込まれた作品

ばかりだからである。 

それらの梶井文学には「死」というキー

ワードが直接に50回ほど出てくる（４）。その意

味では、「死」が梶井基次郎の残した小さな世

界の基底に創作主体として横たわっていると言
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っても過言ではない。そこで論者は、それらの

中から梶井文学における「死」のイメージを把

握し、梶井文学の新たな側面を見出したい。 

梶井文学における「死」のイメージの検

討に当たっては、色々な作品が取り上げられる

。例えば、「Ｋの昇天――あるいはＫの溺死」

（以下、「Ｋの昇天」）、「桜の樹の下には」

、「冬の日」、「冬の蠅」、「城のある町にて

」、「交尾」、「のんきな患者」などといった

「死」のイメージが豊富な作品である。そこで

、論者はその「死」のイメージは創作にどのよ

うに現れてくるのかを調べていきたい。 

しかし、本稿では紙幅の制限上、その一

環として、上記の作品の中から「Ｋの昇天」と

いう独特な虚構の手法で織り込まれた作品、「

桜の樹の下には」、「冬の日」という「珠玉」

として評価された三つの作品を分析し、この作

品における「死」はどのようなイメージを持っ

ているか、また、どのように読み取れるかを考

察してみたい。 

 

一、身体の無痛の「死」による魂の「生命」 

 

まず、「Ｋの昇天」から出発したいと思

う。「Ｋの昇天」は大正１５年１０月『青空』

に執筆された。当時、梶井の健康状態はかなり

悪化しており、血痰が出るようになり、また、

同年９月、「新潮」より１０月新人特集への原

稿依頼されたが、原稿を書けず、新潮社へ行き

楢崎勤に違約を詫びる、という時期であった。

中谷孝雄氏は、「『Ｋの昇天』を執筆する前後

から、梶井の健康に異変が起っているようだ。

血痰が出るようになったのである。」（５）と言

っている。その中谷孝雄氏の記述を根拠にしな

がら、「Ｋの昇天」についての考察をしていき

たい。 

「Ｋの昇天」は「二重人格」のテーマを

扱っている。梶井はドッペルゲンゲルいわゆる

「二重人格」というテーマにかなり興味があっ

たようである。が、『檸檬』における「二重人

格」のモチーフは作品によって、色々と違って

くると思う。ある場合には、主人公から分かれ

てきた分身は自分を精神的に支持する役割を果

たしているのである。例えば、その空想によっ

て「現実の私自身を見失うのを楽し」む（『檸

檬』（１９２５年）大正１４年６月）というこ

とがある。また、別の作品（例えば、ＡＬＴＥ

Ｒ・ＡＧＯのＫ君とその影と魂の昇天する月世

界という三本柱から成立されている「Ｋの昇天

」）に主人公のこの世で自分の限定力で成し遂

げ得ないことをその代わりに現実する役割を演

じたりしていると考える。それは後に詳細に取

り上げる。 

しかし、そこで、アクセル・ラングラン

セン氏は「『Ｋの昇天』の構造分析――あるい

は「Ｋの昇天」の解読――」（清田正喜訳）の

末尾に次のように述べる。 

 

  「感覺が蘇」らない状態という 

 のは、想像世界が持続している状   

 態をいい、「沖」と「濱邊」を「 

 波」に運ばれて往復する「身軆」 

 は死につつあるＷ（青の療養地の  

 Ｎ海岸で偶然にＫ君と相識った「 

 私」）である。 

  激浪に形骸の翻弄を委ねたまま、 

 Ｋ君の魂は月へ月へ、飛翔し去った 

 のであります。（135）ママ 

   この文とともにＷ°（返事を書い 

  ている「私」）の追体験が終わり、 

  返事が中途半端に終わって、テキス 

  トも終わる。あとは沈黙である。Ｗ 

  （「私」) の死である。（６）（引用 

  の傍線はラングランセン氏による） 

 

氏は以上のように読み取っているが、論

者はその方向性に同意は出来ない。何故ならば

、梶井は当時不治である肺結核にかかった時点

から、「死」が彼に近寄っているという辛い事

実をよく意識しており、逆に、最期まで、「生

命」にすがりついて、それを求めていたからで

ある。また、梶井の作品の隅々で隠れて流れて

いるユーモアのセンスに触れると、「私の死」

という結論を出し難いと思う。血痰を吐いたり

、新潮の新人特集に何も投稿が出来なくなった

りと情けない状況に置かれ、不治の病に色々と

苦悩を深めた青年（梶井基次郎）は、病気に蝕

まれ、健康的な生活が送れないでいる、この世

界に対して、「Ｋの昇天」を通して、むしろ、

一時的に病生活から脱出し、要求している「生

命」を目差していたのではないかと思うのであ

る。 

また、大塚常樹氏は「梶井基次郎『Ｋの

昇天――或はＫの溺死』の構造と戦略」では、

次のように主張する。 
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   「Ｋの昇天」ではハイネの詩がシ 

  ューベルトの曲を伴って使われてい 

  る。その意味も考えておく必要があ 

  るだろう。この二曲が収められたの 

  は同じ『白鳥の歌』という歌曲集で 

  ある。問題は『白鳥の歌』という題 

  名が《遺書》の意味を持つことだ。 

  「私」がＫに向かって両曲を口笛で 

  吹いたということは、「私」がＫの 

  奇異な姿を見て、恋の苦悶が原因  

  の自殺者、というコードを読み取っ 

  た可能性もあるだろう。とすれば、 

  私に対してＫが「先刻あなたはシュ  

  ーベルトの『ドッペルゲンゲル』を 

  口笛で吹いてはいなかったですか」 

  と題名を出して確認した時、Ｋと 

  「私」との間に《恋の苦悶からくる 

  自殺願望》が暗黙の共通理解として 

  生じたことになるだろう。（７）（引    

  用の傍線は論者、以下同じ） 

 

以上のように大塚氏が読み取っているが

、論者は氏の意見に賛成しかねる。それは何故

かというと、第一には、『Ｋの昇天』ではハイ

ネの詩がシューベルトの曲を伴って使われてい

るからと言って、Ｋ君は望みどおりにならなか

った恋の苦悶のせいで自殺を考えるとは限らな

いからである。 

第二には、同じ論文で、大塚氏は「語り

手はさらに、Ｋが、影に憑かれた初発と思われ

る事件について（中略）『そんなことまで話す

Ｋ君でした』と言う。ここからは共示として、

Ｋと『私』が『そんなことまで話』をするほど

打ち解けて、何もかもが告白されていた可能性

が暗示されているだろう」（８）という。が、も

し、それは氏が主張する通りであるならば、む

しろ、Ｋ君が「私」にその叶わぬ恋の苦悶の話

をも打ち解けるはずなのではないだろうか。あ

るいは、むしろ「そこまで話」をしたＫ君はそ

の叶わぬ恋の苦悶を暗黙の共通理解よりも、ほ

んのわずかなことを話したり、婉曲にほのめか

したりするはずであろう。却って、「Ｋの昇天

」ではＫ君及び「私」は恋や恋の苦悶に悩まさ

れているということは直接的にも間接的にも一

切ないのである。 

第三には、もしも、氏の言う通り「Ｋと

『私』との間に《恋の苦悶からくる自殺願望》

が暗黙の共通理解として生じたことになるだろ

う（原文ママ）」ならば、まず、「私はあなた

のお手紙ではじめてＫ君の彼地で溺死を知った

のです。私は大層おどろきました。（「Ｋの昇

天」の冒頭）」ということはあるはずはないで

あろう。次に、「あなた」に疑われているなら

ば、「もし、私の直感が正鵠を射抜いていまし

たら、影がＫ君を奪ったのです。」という「私

」が自分の思考をそのような方向に向かわせる

より、むしろ、その疑念を晴らすように、Ｋと

自分の間に生じた《恋の苦悶からくる自殺願望

》の暗黙の共通理解を「あなた」に打ち解ける

はずであろうと考えられるのではないか。 

さて、「Ｋの昇天」の本文の分析に取り

組んで、作品における「死」のイメージをどの

ように読み取ることが出来るのかを考察してみ

たい。以下、冒頭部分である。 

 

お手紙によりますと、あなたはＫ君の溺死

について、それが過失だったろうか、自殺

だったろうか。自殺ならば、それが何に原

因しているのだろう、あるいは不治の病を

はかなんで死んだのではなかろうかと様ざ

まに思い悩んでいられるようであります。

そしてわずか一と月ほどの間に、あの療養

地のＮ海岸で偶然にも、Ｋ君と相識ったと

いうような、一面識もない私にお手紙を下

さるようになったのだと思います。私はあ

なたのお手紙ではじめてＫ君の彼地での溺

死を知ったのです。私は大層おどろきまし

た。と同時に「Ｋ君はとうとう月世界へ行

った」と思ったのです。どうして私がそん

な奇異なことを思ったか、それを私は今こ

こでお話しようと思っています。それはあ

るいはＫ君の死の謎を解く一つの鍵である

かも知れないと思うからです。 (７０頁) 

 

この冒頭の部分で一番指摘しておきたい

のは傍線語句の「とうとう」である。それはち

ょっとした言葉にすぎないが、深い意味がある

と論者は思う。というのも、「終わりに」、「

最後に」、「やっと」などという意味がある「

とうとう」を使用すると、それは長期、あるい

は長いプロセスの終わりという微細なニュアン

スを心に残すものだからである。要するに、あ

たかも、「『Ｋ君はとうとう月世界へ行った』

と思ったのです。」という文章を通して、二つ

の示唆を「あなた」という人物及び「読者」に

も与えられているようである。その一つは月世
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界へ行くということはなかなかのことで、かな

り難しいことである。が、全然無理ではあるま

い。それは「あなた」及び「読者」に、まるで

、「Ｋの昇天」という独特な虚構の作品をノン

フィクションのようだと思わせるための一つの

戦術的な表現の仕方だと思われる。 

二つ目の示唆は更に大事だと考える。それ

はＫ君の強い意志である。つまり、Ｋ君がずっと

心の奥底から、長期に渡り、数々のプロセスを経

て辿りついた後、やっとのところで月の世界へ行

くことが出来たということが、小語である「とう

とう」の裏側にある意味から読み取ることが出来

るのではなかろうか。とにかく、その二つ目のヒ

ントから、分身であるＫ君という人物は、月世界

へ昇天することによって病の苦悩などのような辛

いことばかりであふれた生活から助けだされると

思ったのではないか。そして、作家である梶井基

次郎にとって、それを書くことは一時的にでも、

救われることを意味したのではないかとはっきり

と推定されるだろう。 

また、四段落目から見てみると、「という

のは、その人影――Ｋ君――は私と三四十歩も距

っていたでしょうか、海を見るというのでもなく

、まったく私に背を向けて、砂浜を前に進んだり

、後に退いたり、と思うと立留まったり、そんな

ことばかりしていたのです。（中略）「そしてそ

の人影の方へ歩きはじめた。その人影に私の口笛

は何の効果もなかったのです。相変わらず、進ん

だり、退いたり、立留まったり、の動作を続けて

いるのです。近寄ってゆく私の足音にも気がつか

ないようでした。ふと私はビクッとしました。あ

の人は影を踏んでいる。もし落とし物なら影を背

にしてこちらを向いて捜すはずだ」(７１～７３頁)が

、「Ｋ君は自分の影を見ていた、と申しました。

そしてそれは阿片のごときものだ、と申しました

。」(７５頁)というところである。傍線部から分か

るようにＫ君は前に進んだり、後に退いたり、立

ち留まったりしながら、自分の影を見つめていた

。Ｋ君のその見惚れられた様子を考えてみると、

あたかもその影が自分の身体よりも現実らしく感

じられるようであるから、そんな状態にいたと考

えられる。 

また、その影は阿片のごときのものだとい

うことは阿片の特色のあるものだという意味が読

み取れると考える。つまり、自分自身の身体から

離れ、影として生きているようであるから、まる

で、鎮痛され、睡眠状態にあるような気持ちであ

る。そうすると、病の苦悩や蝕まれた身体などと

いった辛いことばかりから一時的に（まるで、阿

片を吸ったように）脱出することが出来るという

ように読み取れるのではないかと思う。 

では、次の部分に目を止めてみたいと思

う。「影ほど不思議なものはないとＫ君は言い

ました。」、「影をじーっと視凝めておると、

そのなかにだんだん生物の相があらわれて来る

。外でもない自分自身の姿なのだが。それは電

燈の光線のようなものでは駄目だ。月の光が一

番いい。（中略）そのうちに自分の姿がだんだ

ん見えて来るのです。そうです。それは『気配

』の域を超えて『見えるもの』の領分へ入って

来るのです。」(７５～７６頁)、「不思議はそればか

りではない。だんだん姿があらわれて来るにし

たがって、影の自分は彼自身の人格を持ち始め

、それにつれてこちらの自分はだんだん気持ち

が香かになって、ある瞬間から月へ向かって、

スースーッと昇って行く。」(７７頁)、「『私も何

遍やってもおっこちるんですよ』」(７８頁)という

。下記の（図一）を見てみよう。 

つまり、Ｋ君は自分の影いわゆる(ALTER 

AGO)をじっと視凝めると、そのなかに生きてい

る自分の魂が現われる。そして、不思議はそれ

のみならず、つまり、Ｋ君は月世界に生きてい

る自分自身の魂であるその影を見つめているう

ちに、その魂が「人格を持ち始める」のである

。というのは、その魂が新しい世界（月世界）

につり合えるように自分の認識的、感情的、意

思的な特徴を持ち始める。それにつれて、Ｋ君

は思わずに心がわくわくし、月世界へ昇って行

きたがるのである。色々と病に悩まされたこと

を逃れたがるＫ君は何遍も昇天をしてみるが、

まだ、それが許されていない故、落ちているば

かりである。 

要するに、論者の読み方では病の苦悩で

あふれたこの世から魂が生きていける月世界に

移るにはプロセスがあるわけである。それは「

Ｋ君の瞳はだんだん深く澄んで来、頬はだんだ

んこけ、あの高い鼻柱が目に立って硬く秀でて

参ったように覚えています。」(８０頁)、「Ｋ君は

病と共に精神が鋭く尖り」(８１頁)などといった文

章からはっきり分かると思う。そして、そのプ

ロセスの最後に来る「死」によって、Ｋ君が望

ましい月世界に移ることが出来る。まるで、「

死」がなければ、昇天のプロセスが完成しない

ようである。要するに、昇天のプロセスにおけ

る「死」は最も大事な役割を果たしている要素

だと言えるだろう。 
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しかし、「その夜は影が本当に『見える

もの』になったのだと思われます。肩が現われ

、頸が顕われ、微かな眩暈のごときものを覚え

ると共に、『気配』のなかからついに頭が見え

はじめ、そしてある瞬間が過ぎて、Ｋ君の魂は

月光の流れに逆らいながら徐々に月の方へ登っ

てゆきます。」(８１頁)、「そしてその形骸は影の

彼に導かれつつ、機械人形のように海へ歩み入

った」、「Ｋ君の身体は仆れると共に沖へ運ば

れました。感覚はまだ蘇えりません。」、「ま

た沖へ引去られ、また、浜辺へ叩きつけられま

した。」、「ついに肉体は無感覚で終わりまし

た。」、「しかも、魂は月の方へ昇天してゆく

のです。」（８２頁）という部分を考えてみると、

上述の「死」とはＫ君の身体のみの死だという

ことが分かる。さらに、その身体は「無感覚」

で、痛むことなく終わる。また、そこにある「

無痛性」という点も看過するわけにはいかない

のであろう。一方、その魂はより健康的に生き

ていける月世界に住むことになる。要するに、

魂の「生命」に対して、身体の無痛の「死」が

対照的に描かれているのである。 

その昇天のプロセスやＫ君の最期を次の

「Ｋ君の魂は月へ月へ、飛翔し去ったのであり

ます。」（８３頁）という大事な部分を指摘しなが

ら、分析してみたい。この文章における「飛翔

」という言葉を考えてみよう。それは二つの分

析が出来ると思う。一つ目はＫ君の魂がより元

気で、健全なものだということの意味である。

というのは、Ｋ君は魂が月世界に昇天し始めた

途端に、健康を回復したのである。二つ目は「

飛翔」という言葉自体から更によく感じるのは

Ｋ君が喜ばしく昇天した様子である。 

 

二、〈美〉を保障するイメージ 

 

次に北川冬彦や淀野隆三らが新しく出し

た『詩と詩論』第２号（昭和３年１２月刊）に

散文詩として掲載された「桜の樹の下には」を

取り上げて、そこにおける「死」のイメージを

把握したい。まず、桜の樹の下に死体が埋まっ

ているという着想及びその背景については、「

ボードレール『パリの憂愁』中「射撃場と墓場

」に「腐肉のために肥えふった華麗な花々の絨

毯」の語があり、ムンクの画に、樹木の根方に

死骸が埋まる「新陳代謝（別名、二人の人間）

」（１８９９年）がある。日本画でも、大正九

年ころの作と推定される尾竹竹坡の三幅対の中

央は、地中の胎内から養分を吸いあげる生命樹

の構図。」（９）などに見られていた。 

それでは作品の分析に入りたいと思う。

作品の冒頭を見てみよう。 

 

 桜の樹の下には屍体が埋まっている！ 

 

これは信じていいことなんだよ。なぜって

、桜の花があんなにも見事に咲くなんて信

じられないことぢゃないか。俺はあの美し

さが信じられないので、この二三日不安だ

った。しかしいま、やっとわかるときが来

た。桜の樹の下には屍体が埋まっている。

これは信じていいことだ。（４３頁） 

 

作者が以上の冒頭で「桜の樹の下には」

の幕を開く。その起首である「桜の樹の下には

屍体が埋まっている！」という断定的な文章は

、まるで主人公の色々と苦悩して、十分に考慮

した上の固定観念であり、あるいは結論のよう

気気の超えた見えあ
生生あといあ自自の

魂 
影の自自 

(ALTER AGO) 
 

私 

あたた 

、君 

はの魂あ日人の持も始めあ 

作画 

（ 図１） 
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である。また、それを再確認するのに、自信を

もって「これは信じていいことなんだよ。」と

述べる。それは桜の樹の神秘的な〈美〉が引き

起こす不安感を解消するため、そのようなこと

を思ったからであろう。そして、以下にその結

論を出した理由を明確する。 

ここでは、まず、主人公の身の回りに「

一種神秘な雰囲気を撒き散ら」している桜の樹

の「人の心を撲たずにはおかない、不思議な、

生き生きとした、美しさ」（４４頁）が不安感や苛

立たしい気持ちを起こしているのは、その見事

な美しさの原因が不明だと思われるからである

。 

次に、主人公のその心を陰気にした気持

ちや不安感を解消するための作戦を考えてみた

いと思う。「俺の心に憂鬱が完成するときばか

り、俺の心は和んで来る。」（４６頁）という大事

な文章を出発点として考慮してゆくと、主人公

は桜の樹が自分の心に引き起こした「不安」か

ら自由になったり、村人と同様に花見を楽しめ

たりするのに、その神秘的な美しさに適応する

納得の出来る理由を見つけ出そうとする。そこ

で、自分の心に憂鬱が完成するのに、「死」に

連想する思いを凝らすのである。要するに、「

桜の樹の下には」における「死」の役割は、ま

ず主人公の心に憂鬱を完成させることだと言っ

てもいいだろう。また、この作品における「死

」のイメージはその点から出発し、作品の正面

から末尾まで活気に溢れた様子で浮かんで来る

。 

例えば、第二段落を見てみよう。 

 

どうして俺が毎晩家へ帰って来る道で、俺

の部屋の数ある道具のうちの、選りに選っ

てちっぽけな薄っぺらいもの、安全剃刀の

刃なんぞが、千里眼のように思い浮んで来

るのか――お前はそれがわからないと云っ

たが――そして俺にもやはりそれがわから

ないのだが――それもこれもやっぱり同じ

ようなことにちがいない。（４３頁） 

 

第二段落には以上の部分があるが、それ

はこの作品が「詩と詩論」に掲載された時には

次のようであった。 

 

それにしても、俺が毎晩家へ帰ってゆくと

き、暗のなかへ思い浮かんで来る、剃刀の

刃が、空を飛ぶ蝮のように、俺の首動脈へ

噛みついて来るのは何時だろう。これは酒

落ではないのだが、その刃には、 

ＥＶＥＲ 

ＲＥＡＤＹ（さあ、何時なりと） 

と書いてあるのさ。（旧字体の変更は論者

、以下同じ）（１０） 

 

このような『檸檬』の編集の時に省かれ

た第四段落にかかっているが、そこでは主人公

は桜の樹が自分の心に引き起こした不安感を解

消するのに、最初に自分の死の情景を想像する

。そして、再び第三段落で「桜の樹の下には屍

体が埋まっている！」という基本のモチーフに

戻る。そこで、最初に出した結論への段取りを

下記のように詳説する。 

 

馬のような屍体、犬猫のような屍体、そし

て人間のような屍体、屍体はみな腐爛して

蛆が湧き、堪らなく臭い。それでいて水晶

のような液をたらたらとたらしている。桜

の根は貪婪な蛸のように、それを抱きかか

え、いそぎんちゃくの食糸のような毛根を

聚めてその液体を吸っている。 

 

何があんな花弁を作り、何があんな蕊を作

っているのか、俺は毛根の吸いあげる水晶

のような液が、静かな行列を作って、維管

束のなかを夢のようにあがってゆくのが見

えるようだ。（４４-４５頁） 

 

ここでは「死」を連想させる様々な死体

から桜の根が水晶のような液体を吸い上げるこ

とで、「死」から「生命」が生まれると言える

のではないか。更に、「死」と「生」が隣り合

わせで、平行に存在するイメージもある。 

そうして、「俺」の考え出したことの結

果は、次のようである。 

 

いまようやく瞳を据えて桜の花が見られる

ようになったのだ。昨日、一昨日、俺を不

安がらせた神秘から自由になったのだ。（４

５頁） 

 

ここで、「死」は桜の樹が吸い込む栄養

液体の源となるのである。しかし、「俺」はこ

の程度で満足しかねるから、心の中に憂鬱が完

成するのに、自分の「死」や桜の樹の下に埋ま

っている動物や人間などといったものの「死」



J. King Saud Univ., Vol. 26, Lang. & Transl. (Special Issue), Riyadh (2014/1435H.) 

 

67

では不十分である。そこで、薄羽かげろうの生

死までを次のように描く。 

 

彼等はそこで美しい結婚をするのだ。しば

らく歩いていると、俺は変なものに出喰わ

した。それは溪の水が乾いた磧へ、小さい

水溜を残している、その水のなかだった。

思いがけない石油を流したような光彩が、

一面に浮いているのだ。お前はそれを何だ

ったと思う。それは何万匹とも数の知れな

い、薄羽かげろうの屍体だったのだ。隙間

なく水の面を被っている、彼等のかさなり

あった翅が、光にちぢれて油のような光彩

を流しているのだ。そこが、産卵を終った

彼等の墓場だったのだ。（４５-４６頁） 

 

このような少し長い引用においては、「

死」のイメージが〈美〉のイメージと深く結び

付く。つまり、薄羽かげろうの「死」はもちろ

ん悲しい思いを引き起こす上に、まるで、「光

にちぢれて油のような光彩を流している」心を

打つ美しい絵を描いているようだ。また、「生

」のプラスイメージである「薄羽かげろう」の

「美しい結婚」は、〈生命力〉を感じさせる場

面である上、その直後に「産卵を終った」「何

万匹とも数の知れない、薄羽かげろうの屍体」

とその「墓場」の場面から、「死」は「生」と

平行に存在して描かれることを指摘することが

できる。 

そこでは、「俺はそれを見たとき、胸が

衝かれるような気がした。墓場を発いて屍体を

嗜む変質者のような残忍なよろこびを俺は味わ

った。」（４６頁）という主人公の変わった状態が

注目される。そして、その残忍な喜びは主人公

に必要とされる憂鬱が完成する気がしたからで

はないかと考えられる。しかし、逆に、そのよ

うな気がすると思ったら、「この溪間ではなに

も俺をよろこばすものはない」と感じ、周囲の

「鶯や四十雀も、白い日光をさ靑に煙らせてい

る木の若芽も」ただの「もうろうとした心象に

過ぎない」（４６頁）と痛感する。そして、やはり

憂鬱感が思うように完成しないので、「俺には

惨劇が必要なんだ」という主人公の不満足な気

分が絶頂に達して、次のように思う。 

 

俺の心は悪鬼のように憂鬱に渇いている。

俺の心に憂鬱が完成するときにばかり、俺

の心は和んで来る。（４６頁） 

そこで、主人公の「俺」は自分に必要とされる

憂鬱完成が次のような空想でできるのである。 

 

――お前は腋の下を拭いているね。冷汗が

出るのか。それは俺も同じことだ。何もそ

れを不愉快がることはない。べたべたとま

るで精液のようだと思ってごらん。それで

俺達の憂鬱は完成するのだ。（４６頁） 

 

ここでは、最後にその憂鬱を完成させた

「精液」について考察したい。ここに主人公の

憂鬱を完成させた精液は「生」ではく、より「

死」に近いイメージがあると考える。はっきり

言えば、「精液」はそのものが「生命」を象徴

し難いのではないか、つまり、そのものに必要

とされる環境がないと、「生命」との繋がりが

弱いと言ってもいいだろう。そこで、「生」で

はなく、より「死」に近いものというイメージ

があるのではないか。そうすると、やっと主人

公の憂鬱感が完成され、心も和む状態になった

ので、右のような文章で「桜の樹の下には」の

幕を閉じる。 

 

今こそ俺は、あの桜の樹の下で酒宴をひら

いている村人たちと同じ権利で、花見の酒

が呑めそうな気がする。（４７頁） 

 

以上に見てきたように、この作品におけ

る「死」のイメージは主人公に必要とされる憂

鬱感を完成させる役割を果たしているのである

。それは主人公の「死」や桜の樹の下に埋まっ

ている馬、犬猫、人間のような死体や薄羽かげ

ろうの「死」や最後に憂鬱をさせる「生命」よ

り、「死」に近い精液などという場面に現れて

くる。そして、まるで「桜の樹の下には」にお

けるそのような役割を果す「死」のイメージは

、主人公の心に畏怖の念や不安を引き起こした

「不思議な、生き生きとした」桜の樹を主人公

の目に異常なくの美しさで反映したり、その美

しさへの印象を好ましい方に変えたりしたこと

で、調整者のようだということを言ってもいい

のだろう。それと同時に、この作品における「

死」のイメージが〈美〉の裏に存在し、〈美〉

を支える役割も果しているものだということも

言えるだろう。そこで、この桜の樹の見事な美

しさは「死」があっての〈美〉 

だと考えられるのであろう。言い換えれば、「
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死」が〈美〉を保障している役割を果たしてい

るのである。 

他方、〈美〉は「死」に宿るところを提

供したり、「死」の醜さを隠したりしている役

割を果たしている。まるで、「死」と〈美〉が

お互いに自分の存在を支え合いながら、存在し

ているようである。 

 

三、逃れられぬ〈定め〉 

 

最後に、「青空」昭和２年２月号、同年

４月号、２回にわたって発表された「冬の日」

を取り上げて分析しながら、梶井文学に根強い

要素だと考えられる「死」がその作品にどのよ

うな姿で現出しているのかを考察してみたい。 

 

① 「冬至」の「風景」 

季節は冬至に間もなかった。尭の窓からは

、地盤の低い家々の庭や門辺に立っている

木々の葉が、一日ごと剥がれてゆく様が見

えた。 

 

ごんごん胡麻は老婆の蓬髪のようになって

しまい、霜に美しく灼けた桜の最後の葉が

なくなり、欅が風にかさかさ身を震わすご

とに隠れていた風景の部分が現われてきた

。（２９７頁） 

 

以上の「冬の日」の冒頭に目を通してみ

ると、作者の選択した語句は「死」の豊富なヒ

ントばかりを与えているのではないか。また、

「生命」が崩壊し、「死」に瀕する勘が作者に

筆をとらせたのではないかという印象が強い。

まず、作品の時節を考えてみよう。次のように

、春に生まれ、夏に生き生きと活動し、秋に病

で死にかかり、冬に死ぬという四季が与えてく

れるイメージを前提として考察してみると、「

冬の日」の最初の文章における「冬至」はその

ような意味があると思う。また、身の回りの木

々が散り乱れたり、桜の木でさえ、最終の葉を

なくしてしまったり、胡麻も乾燥しすぎたので

、年齢を加えすぎた女の乱れ髪のように見えた

りするという心象は、まるで周辺の樹木に何の

「生命」もなく、完全に死について無条件に降

伏しているように思われる。 

また、「もう暁刻の百舌鳥も来なくなっ

た。そしてある日、屏風のように立ち並んだ樫

の木へ鉛色の椋鳥が何百羽と知れず下りた頃か

ら、だんだん霜は鋭くなってきた」（２９７頁）とい

う一行もあるが、それは以上の心象の完成の部

分である。というのは瀕死状態になっているの

は樹木のみならず、周辺に生存している動物も

そうだからである。例えば、以前にその周辺に

繁殖していた昆虫や蛙などを捕食する百舌鳥で

さえ、獲物がいなくなったため、去って行った

のである。さらに、鳴き声の甚だ騒がしくて、

憂鬱な色のある椋鳥が数多く増えたり、天候も

徐々に寒くなってきたりしているという荒涼た

る風景は〈生命力〉をなくしてしまう雰囲気を

かもし出すものである。さらに、「冬の日」そ

の（一）を締めくくる次の描写も見てみよう。 

 

展望の北隅を支えている樫の並樹は、ある

日は、その鋼鉄のような弾性で撓ない踊り

ながら、風を揺りおろして来た。容貌をか

えた低地にはカサコソと枯葉が骸骨の踊り

を鳴らした。（２９９頁） 

 

この部分において、「死」が露骨に周囲

の全てのもの（枯葉でさえ）を情けなく襲撃し

ているという描写も看過できないのである。こ

のように、作者は尭の周囲の生気のない自然を

素材として、全般の風景が「死」に攻められ、

完全に征服しているという背景を具体的に描い

たと言えるであろう。また、以上に取り上げた

心象は、以下に来る主人公の心理的・感情的・

精神的な状態の背景になると考える。 

 

冬になって尭の肺は疼んだ。落葉が降り溜

っている井戸端の漆喰へ、洗面の時吐く痰

は、黄緑色からにぶい血の色を出すように

なり、時にそれは驚くほど鮮やかな紅に冴

えた。（２９８頁） 

 

主人公である尭も周辺の生物の世界の一

部として、身の回りの桜、樫、欅、百舌鳥、椋

鳥などと同様ではないかと考えられる。つまり

、彼も周囲の環境の影響を受け、冬が近づくに

つれて、身体状態がおかしくなり、病状も進み

、「死」に接近している予兆だと考えられる血

痰を出しても、「なんの刺戟もなくなっていた

」という病に蝕まれた体の状態をはっきり現す

一節がある。一方、「尭はこの頃生きる熱意を

まるで感じなくなっていた。一日一日が彼を引

き摺っていた。そして、裡にすむべきところを
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なくした魂は、常に外界へ逃れよう逃れようと

焦慮っていた」（２９８頁）という病に散乱してしま

った魂の状態も明示する一節もある。 

そこで、「Ｋの昇天」と同様に「冬の日

」にも魂が身体の範疇から出て行きたがると言

及するまでもない。しかし、「Ｋの昇天」に現

れる魂はＡＬＴＥＲ・ＡＧＯであるＫ君の魂に

対して、「冬の日」に現れるのは主人公の魂だ

ということが看過されてはならないであろう。

また、以上に取り上げた「Ｋの昇天」の読み方

によると、まるで、「Ｋの昇天」における「外

界」である月世界へ昇天することに努めるＡＬ

ＴＥＲ・ＡＧＯの魂によって、婉曲に救いいわ

ゆる「生命」を要求しているのに対して、他方

、「冬の日」に現れる主人公の魂によって、「

生命」を紛失することを覚悟しているようであ

る。そこで、梶井の想念は「Ｋの昇天」の段階

から「冬の日」の段階にかけて、大幅に違って

きたのではないだろうか。 

このようにして、上述したように「Ｋの昇天

」における「死」のイメージは「生命」への手

法のようであることに対して、「冬の日」に現

れる「死」は健康な人生を送ることに絶望した

主人公の悲愴な〈定め〉のようである。要する

に、どちらの作品においても魂は身体の「外界

」に逃れようとしているが、「死」のイメージ

は正反対の方向に進んでおり、別の姿で出現さ

れているのである。 

それのみならず、また、「昼は部屋の窓を展

いて盲人のようにそとの風景を凝視める。夜は

屋の外の物音や鉄瓶の音に聾者のような耳を澄

ます。」（２９８頁）という一行もあるが、そもそも

見ることさえできない盲人が見つめるという事

はあり得ず、また、聞くことさえできない聾者

が耳を澄ますというのも不可能である。そうい

う意味では、盲人や聾者のようである尭は明る

い昼に見つめたり、静かな夜に耳を澄ましたり

しても、何も見たり、聞こえたりすることが出

来なくなって来たのである。それは、「外界へ

逃れよう逃れよう」としている魂と結びつけて

考慮してみると、まるで「死」が徐々に主人公

の身体に侵入するようになり、その結果は視力

や聴力を失っているようである。要するに、そ

れは主人公が部分的に死んでいるという意味が

あるのではないかと論者は思う。 

最後に、尭の「新鮮な喜び」の〈挫折〉に注

目したい。「夜更けて彼が便所へ通うと、小窓

の外の屋根瓦には月光のような霜が置いている

。それを見るときにだけ彼の心はほーっと明る

むのだった」（３１３頁）、また、「白い冬の面紗を

破って近くの邸からは鶴の啼き声が起った。尭

の心もそんなときにはなにか新鮮な喜びが感じ

られるのだった。」（３１４頁）が、やはり、「この

頃生きる熱意をまるで感じなくなり」、死相を

帯びている「裡に住むべきところをなくした魂

は」その新鮮な喜びを「自分の身に当て嵌める

ことは出来なかった。」ということのである。

それもまた、「彼は幾度も心を取り直して生活

に向かって行った。が、彼の思索や行為はいつ

の間にか佯りの響をたてはじめ、やがてその滑

らかさを失って」（３０２頁）しまうことを強調する

のである。 

 

② 「落日」と「不思議な影」 

「冬の日」その（一）において、次のよ

うな一節がある。 

 

冬至に近づいてゆく十一月の脆い陽ざしは

、しかし、彼は床を出て一時間とは経たな

い窓の外で、どの日もどの日も消えかかっ

て行くのであった。翳ってしまった低地に

は、彼の棲んでいる家の投影さえ没してし

まっている。それを見ると尭の心には墨汁

のような悔恨やいらだたしさが拡ってゆく

のだった。日向はわずかに低地を距てた、

灰色の洋風の木造家屋に駐っていて、その

時刻、それは何か悲しげに、遠い平地へ落

ちてゆく入日を眺めているかのように見え

た。（２９８-２９９頁） 

 

それを考えてみると、なぜ主人公は「日も消え

かかってゆく」ことを悲しげに眺めていたのか

と思うが、やはり、それは太陽が〈生命の源〉

だと思っているからであろう。そのような推定

の根拠を下記の「冬の蠅」の引用文と結びつけ

て提示したいと思う。「平俗の日なた奴！早く

消えろ。いくら貴様が風景に愛情を与え、冬の

蠅を活気づけても、俺を愚昧化することだけは

出来ぬわい。」（３４８頁）という主人公が自分に「

生命」を与えてくれぬ太陽に対する怒りをぶち

まけるということがはっきり分かるが、いくら

日が主人公の非難の矢面に立っても、それは一

概に主人公に嫌われているという意味ではない

。風景に愛情を与えたり、冬の蠅を元気づけた

りする日だと思っている主人公は否応なしに日

が消え（死に）かかって行くのを悲愴に眺めざ
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るを得なくなると考えられる。 

また、「冬の日」の終章にも次のような

一節も見られる。 

 

何が彼を駆るのか。それは遠い平地へ落ち

て行く太陽の姿だった。 

 

彼の一日は低地を距てた灰色の洋風の木造

家屋に、どの日もどの日も消えてゆく冬の

日に、もう堪えきることが出来なくなった

。窓の外の風景が次第に青ざめた空気のな

かへ没してゆくとき、それがすでにただの

日蔭ではなく、夜と名付けられた日蔭だと

いう自覚に、彼の心は不思議ないらだちを

覚えて来るのだった。（３２２頁） 

 

この一節は以上に取り上げた引用文の波線部と

一段と重複すると思う。が、主人公の心の深部

にそのような悲しい思いを起こすことを同じ作

品の序章にも終章にも二回出てくることは非常

に大事な含蓄のあることに相違ないのではない

か。 

しかしながら、太陽が沈んでいくことが

主人公を悲ませるということはあえて不思議で

はないと思う。以上に論証したように、日没と

は、情熱をもって一心に「生命」を求めたり、

日光の満ちた空気が必要とされたりしている肺

病の患者である主人公にとって〈生命の象徴〉

あるいは〈生命の源〉だと見なされる太陽が沈

ん（死ん）で行くという意味があるからこそ、

彼の「心には墨汁のような悔恨やいらだたしさ

が拡ってゆく」ことは一向に驚くに足りない。 

また、「『あああ大きな落日が見たい』

彼は家を出て遠い展望のきく場所を捜した。」（

３２２頁）という一行も主人公の以上の気持ちを更

に証明する。つまり、その一行はどうせ毎日の

ように「どの日もどの日も消えて行く」ことに

決まっているならば、可能な限り「冬の日」を

最終の瞬間まで眺めたがる主人公の心情をまざ

まざと明示しているのではないか。そこで、「

何か彼を駆るのか。それは遠い平地へ落ちて行

く太陽の姿だった。」のに対して、まるで、主

人公も太陽を追い掛ける姿で現れてくるようで

ある。 

次に、その「落日」に関する次の部分も

見てみよう。 

青く澄み透った空では浮雲が次から次へ美

しく燃えていった。みたされない尭の心の

燠にも、やがてその火は燃えうつった。 

「こんなに美しいときが、なぜこんなに短

いのだろう」 

 

彼はそんなときほどはかない気のするとき

はなかった。（３２３頁） 

 

そこには、梶井文学のデカダンスを味読するに

足る一節がある。梶井文学に耽読すると、ほと

んど「美」と消極的・否定的なイメージは切り

離さずに付き纏っていると言ってもよいと論者

は思う。例えば、下記の「それが現実であるか

のような暗愁が彼の心を翳って行った。またそ

んな記憶がかつての自分にあったような、一種

訝しい甘美な気持が尭を切なくした。」（３０８頁）

、「そんな風俗画は、町がどこをどう帰ってい

いかわからなくなりはじめるにつれて、だんだ

ん美しくなった。」（３２２頁）、「桜の花があんな

にも見事に咲くなんて信じられないことじゃな

いか。俺はあの美しさが信じられないので、こ

の二三日不安だった。」（「桜の樹の下には」（

４３頁））、「この美しい水音を聴いていると、こ

のあたりの風景のなかに変な錯誤が感じられて

来るのであった。（中略）変な錯誤の感じとと

もに、訝しい魅惑が私の心を充たして来るのだ

った。」（「筧の話」（３３８頁））という様々な作

品からの引用文がそのことをまざまざと証明す

るのである。そこで、何故「こんなに美しい」

太陽が沈（死）んで行くことが主人公に悲しい

思いを想起させるかがはっきり窺えるだろう。

まとめて言えば、ここに現れる切ない悲しみと

美しさの混ざった場面は梶井文学の特徴だと論

者は思う。 

また、次の「あすこの雲へゆかないかぎ

り今日ももう日は見られない」（３２４頁）という一

行も、どのように主人公が〈生命の象徴〉であ

る太陽を沈んで欲しくないという心情を抱いて

いるかをはっきり現わしているのではないか。

その上に、主人公は「今日ももう日は見られな

い」という自分の悲愴な運命を嘆く微妙なニュ

アンスもある。従って、「にわかに重い疲れが

彼に凭りかかる。知らない町の知らない街角で

、尭の心はもう再び明るくはなかった。」（３２４

頁）という「落日」につれての自然発生的な反応

は主人公の肉体的・精神的・感情的な様子を明

白にするのである。 
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更に、「家の投影さえ没して」（２９８頁）し

まうということも、尭をいらいらさせたり、悲

しませたりする筈である。家の影が無くなると

いうことは、自分自身の影も無くなるという意

味である。従って、自分よりも現実らしく感じ

られる自分の分身がなくなる。そういう意味で

は、影が無くなるということは自分の「死」の

予兆だという意味もあるのであろう。では、「

不思議な影」に関する「冬の日」その（一）か

らの次の部分も見てみよう。 

 

冬陽は郵便受けのなかへまで射しこむ。路

上のどんな小さな石粒も一つ一つ影を持っ

ていて、見ていると、それがみな埃及のピ

ラミッドのような巨大な悲しみを浮べてい

る。――低地を距てる洋館には、その時刻

、並んだ青桐の幽霊のような影が写ってい

た。向日性を持った、もやし
、、、

のように蒼白

い尭の触手は、不知不識その灰色した木造

家屋の方へ伸びて行って、そこに滲み込ん

だ不思議な影の痕を撫でるのであった。彼

は毎日それが消えてしまうまでの時間を空

虚な心で窓を展いていた。（２９９頁） 

 

そこに見られる「不思議な影」だという

大事なキーワードを下記の「影ほど不思議なも

のはないとＫ君は言いました。」、「影をじー

っと凝視めておるとそのなかにだんだん生物の

相があらわれて来る。外でもない自分自身の姿

なのだが」（７５頁）という「Ｋの昇天」にある一

節に現れる同じキーワードと結び付けて考察す

ると、「Ｋの昇天」における影は「生命」をも

たらすものとして現れてくるのに対して、「冬

の日」の以上の引用文によって、エジプトのピ

ラミッドのような膨大な悲しみや枯れてしまっ

た蒼桐の亡魂のように表現されるのである。そ

れのみならず、「生命」の崩壊過程を進行して

いる死相を帯び、「生命」への別れを告げる寸

前の主人公は死体のような蒼白い手で無くなっ

た影の痕を空しく撫でる。このようにして、身

の回りのすべてのものが無くなり、幽霊のよう

に出現される影でも無くなる。そして、最後に

影の死体いわゆるその痕しか存在しないという

ような複雑な心象はどのように「死」が主人公

の精神的・心理的な内面に影を落としているの

か分かることができるだろう。 

 

③ 「死」の〈回想〉 

さて、「冬の日」その（二）からの次の

引用箇所を見てみよう。 

 

尭の弟は脊椎カリエスで死んだ。そして、

妹の延子も腰椎カリエスで、意志を喪った

風景のなかを死んで行った。そこでは、た

くさんの虫が一匹の死にかけている虫の周

囲に集って悲しんだり泣いたりしていた。
（３０１頁） 

 

ここでは、主人公は「冬の日」その（一）と違

って、身の回りの「生命」のない自然風景では

なく、自分と家族の悩みや弟妹の「死」の〈回

想〉に耽るのである。しかし、その〈回想〉を

起こしたのは何なのだろうか。きっと、健康な

人生が送れない主人公は「死」に攻め立てられ

ているという不安の念に苛まれていることが原

因だと考えられるのであろう。そして、「たく

さんの虫が一匹の死にかけている虫の周囲に集

って悲しんだり泣いたりしていた」という比喩

は梶井が同胞ではない妹が亡くなった後、大正

１３年１１月に発表した「城のある町にて」の

「ある午後」という章にも変わりもなく、そっ

くりそのまま現れてくるのである。その重複は

作者が失言し、あるいは、作者が一本調子で筆

を執っているという人がいるかもしれないが、

年月が経っても、その表現が変わりなく作者の

頭に残り続けているというのは、その表現自体

が梶井の心の奥底にある心情や想念や思い出な

どのようなことと深く繋がっているからなので

はないか。 

そして、その比喩を考えてみよう。主人

公は死にかかっている妹を一匹の虫に例えてい

る。死にかかっている人は無力であり、虫のよ

うだと例えるのは当然のことである。しかし、

死にかかった妹の周囲にいる主人公とその家族

も、泣いたり悲しんだりしているたくさんの虫

として例えたことは看過されてはならないと思

う。たぶん、それは主人公が妹の身の回りにい

る自分自身も家族も「死」に対して、どうする

ことも出来ない虫のような存在だということを

痛感していたので、そのような表現が選ばれた

のではないだろうか。また、その比喩はどのよ

うに主人公が「死」の不安に周章狼狽している

のかをはっきりと明らかにするのである。 
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それ故に、「尭の頭には彼にしばしば現

前する意志を喪った風景が浮びあがる」（３０１頁）

のであろう。｢意志を喪った風景｣、まず、語り

手は何の意志かはっきりしないが、それは「生

命」への意志だと考えられるのである。また、

彼に同じ風景がたびたび目の前に現れるという

ことは、やはり、「この頃生きる熱意をまるで

感じなく」なった主人公にそうなると不思議で

はないと考えられるのである。更に、それは尭

が精神的に死ぬ覚悟に敗れ過ぎ、死ぬことに対

する抵抗感を覚えなくなった様子を如実に反映

しているのではないか。では、尭の次の〈回想

〉も見てみよう。 

 

穉い尭は捕鼠器に入った鼠を川に漬けに行

った。透明な水のなかで鼠は左右に金網を

伝い、それは空気のなかでのように見えた

。やがて鼠は網目の一つへ鼻を突込んだま

ま動かなくなった。白い泡が鼠の口から最

後に泛んだ。・・・（３０２頁） 

 

また、尭は〈回想〉を連続的にして行く

。最初は、弟妹の「死」を思いめぐらしたが、

以上の一節では自分が幼児の頃に捕まえた鼠を

川に浸しに行ったというずいぶん遠い過去のこ

とを顧みるのである。しかし、なぜ主人公が「

死」に関する自分の回顧録からとりわけそのよ

うなことを頭に浮かばせたのであろうか。それ

は、最初に考えられるのは白樺派の志賀直哉氏

の「城の崎にて」（「白樺」大６年５月）とい

う作品からの影響だと考えられるに相違はない

と思う。上の引用と下記の「城の崎にて」から

の部分を見てみよう。 

 

それは大きな鼠を川へなげ込んだのを見て

いるのだ。鼠は一生懸命に泳いで逃げよう

とする。鼠には首の所に七寸ばかりの魚串

が刺し通してあった。（中略）鼠はどうか

して助かろうとしている。顔の表情は人間

にわからなったが動作の表情に、それが一

生懸命である事がよくわかった。（中略）

鼠が殺されまいと、死ぬに極った運命を担

いながら、全力を尽して逃げ廻っている様

子が妙に頭についた。（１１） 

 

二つの引用文を比べながら、考慮すると

、双方の作品に登場する鼠がほぼ同じ「死」と

の葛藤に苛まれて死んでしまうが、どちらにも

登場する主人公がまったく違う方向に進んでい

る。同じ「城の崎にて」よりの次の部分も挙げ

よう。 

 

自分は淋しい嫌な気持になった。（中略）

今自分にあの鼠のような事が起ったら自分

はどうするだろう。自分は矢張り鼠と同じ

ような努力をしはしまいか。自分は自分の

怪我の場合、それに近い自分になった事を

思わないではいられなかった。自分は出来

るだけの事をしようとした。（中略）然し

普段考えている程、死の恐怖に自分は襲は

れなかったろうという気がする。（１２） 

 

この引用文から分かるように、どんなに

主人公が「死」に近づきそうであっても、「生

命」に必死にすがり付いている。それに対して

、「冬の日」の主人公は「生きる熱意」を完全

に失っており、「死」という逃れられぬ〈定め

〉に対する抵抗を一切持っていないのである。 

次に、「冬の日」の主人公と鼠との共通

点があると考えられる。つまり、ひどい病気か

ら逃れらない主人公は鼠捕りに捕まえられた鼠

のようである。そして、「透明な水のなかで左

右に金網」に沿って逃げ惑う鼠は、「冬になっ

て肺を疼み」、清澄な「空気のなかで」呼吸困

難の激痛を覚えている主人公のようである。最

後に、不運の手でやがて「網目の一つへ鼻を突

っ込んだままで動かなくなった」鼠のように、

悲惨に「疼まれ」切った主人公もその内に肺病

の手で死んでしまうというように読み取ること

が出来るのであろう。-

言い換えれば、作者は「冬の日」その（一）で

主人公の身の回りにある活気のなく、完全に「

死」に征服されている自然を詳細に取り上げよ

うとしたことに対して、「冬の日」その（二）

では肺病に悶え苦しんだ主人公とその家族の悩

みや弟妹の病死や幼いころ捕まえた鼠の「死」

に関する〈回想〉に耽り、また、自分自身もい

つか同じ情けない〈定め〉に遭遇しかける暗愁

や悲しい物思いといった心の状態に苛まれてし

まうのである。 

また、ここで注目に値するのは、「風景

」というキーワードである。「冬の日」その（

二）に目を通してみると、「風景」は四度出て

くることが分かる。それは下記の「そして妹の

延子も腰椎カリエスで、意志を喪った風景①のな

かを死んで行った」（３０１頁）、「尭の頭には彼に
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しばしば現前する意志を喪った風景②が浮かび上

がった」（３０１頁）、「その遠くの交叉路には時ど

き過ぎる水族館のような電車。風景③は俄に統制

を失った」（３０２頁）、と「生きて行こうとする意

志をだんだんに持ち去っていた。（略）そうい

った風景④」（３０２頁）という四つの風景である。

それらを考えてみると、それらに共通点はある

と思う。というのは全て消極的な方向に進んで

いるためである。それは主人公の心理的な状態

を明らかにする一つの糸口だと思われる。また

、全ての風景は、「生命」を崩壊し、「死」に

係わっているものではある。 

そして、更に細かい目で見てみると、二

番目の「風景」は四番目の「風景」のまとまっ

た内容だということが分かる。構造的な面から

見ると、二番目の風景が来、そして「水族館の

ような電車と俄に統制を失った」風景及び「捕

鼠器に入った鼠」の話が真ん中に入って来てか

ら、また、作者が再び以上にまとまった形で取

り上げた「生きて行こうとする意志を喪った風

景」をより詳細に描写することにしたというこ

とが分かるのである。他方、内容的な面から考

えてみると、それは主人公の頭に「死」に瀕し

ているというモチーフのしつこさをまざまざと

明示するのではないかと考えられる。 

さらに、「冬の日」その（四）では主人

公が空想や想いから逃げ出すように、町へ場所

や目的を定めず出かけたが、まるで「死」の〈

回想〉に追いかけられているようである。「尭

ははしたすきいつか電車のなかで見たある小女の

顔を思い浮かべた。」（３１１頁）、「その美しい顔

はひとめで彼女が何病だかを直感させた。陶器

のように白い皮膚を翳らせている多いうぶ毛。

」（３１１頁）のあるその少女は自分の死体の様な白

い皮膚で主人公の頭に「死」のイメージを十分

に刺激して活動させるに相違ないのではないか

と考えられる。それには、尭の〈回想〉から次

の部分も見てみよう。 

 

「彼女はきっと病床から脱け出して来たも

のに相違ない」 

 

少女の面を絶えず漣漪のように起っては消

える微笑を眺めながら尭はそう思った。 

 

彼女が鼻をかむようにして拭きとっている

のは何か。灰を落としたストーヴのように

、そんなとき彼女の顔には一時鮮かな血が

のぼった。（３１１頁） 

 

このような〈回想〉によって、「死」は主人公

のみを取り囲んでいるのではなく、尭のように

痰を吐くのに困る少女を襲っていることが分か

るのであるが、ここでは、まるで「死」が主人

公という小さな範囲のみではなく、その身の回

りの世界というより広い範囲を脅迫しているよ

うである。それは別稿に詳しく取り上げる「の

んきな患者」における「死」のイメージと似通

っているが、「冬の日」の尭は「のんきな患者

」の主人公と違って、その身の回りに肺病に苛

まれている貧しい患者の世界に気付かず、「死

」に襲われている自分自身しか考えていない。 

 

④ 尭の「旅情」 

次に、作者は「冬の日」その（三）に入

ると、その（一）、（二）に圧倒的に見られた

雰囲気を緩める。つまり、笹鳴きの鶯を迷わせ

るため、主人公が鶯の鳴き声を真似るユーモア

のある話や道路で「子供たちが何かして遊んで

いた」ことによって、自分が幼いころの過去に

耽る話などという、以前によく見られた雰囲気

があまりないのである。しかし、現実から多少

でも逃れるように過去の幼いころの話をしたの

ではないかと考えられる。 

そして、次の「希望を持てないものが、

どうして追憶を慈しむことが出来よう。」（３０６

頁）という部分は主人公の心理状態を明らかにす

る重要な文章であると論者は思う。この文章は

主人公が回復の見込みのない人生ばかりを送る

という意味をその胎内に宿っているのではない

か。つまり、主人公の未来（希望）及び過去（

追憶）から構成される人生のことである。そし

て、主人公は過去の想い出に耽っているうちに

、急に目が覚め、生きて行こうとする意志を失

ってしまった希望（未来）のない自分に、むし

ろ過去（追憶）を大切に思うことでさえ出来る

わけはないだろうと思う。この文章は主人公が

未来の人生のみならず、未来と過去の人生に絶

望し、「死」に切迫されていることから、過去

の追憶によって一時的に逃げようとすることで

も許容されないことをまざまざと明示している

のではないか。まるで、逃れられぬ〈定め〉に

追われているようである。 

また、主人公は不意に自分の「心を寄辺

のない旅情で染めた。＿＿食うものも持たない
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。どこに泊るあてもない。」（３０８頁）ということ

を感じるのが当然なのであろう。つまり、未来

と過去の人生に絶望した「自分の病気が約束し

ている死の前には、ただ甘い悲しみを撒いただ

けで通り過ぎていた」（３０２頁）主人公はすでに自

分にはこの世で拠り所はなく、自分のいるはず

の場所がこの世と違う所だと思うのは必然の結

果だと考えられるのではないか。 

そして、あちらこちらに旅行をしたり、

色々と引っ越したりするのが好きである梶井基

次郎は「旅情」というような言葉を使うのがや

はり不思議ではない。しかし、ここにあらわれ

る「旅情」は主人公の心理的状態・感情的状態

をまざまざと示す非常に相応しくて、「冬の日

」的なキーワードだと思う。生きて行こうとす

る意志を失ってしまい、死相を帯びた世を経由

して、旅の終わりに近づいた主人公の気持ちを

最もよく伝えるものであろう。また、その読み

方をはっきりと確認するのは主人公が自分の部

屋について語る「あの無感覚な屋根瓦や窓硝子

をこうしてじっと見ていると、俺はだんだん通

行人のような心になって来る。」（３０９頁）という

一行である。主人公に「通行人」とはこの世を

短い旅で通り過ぎたという気持ちなのではない

か。だから、「通行人」は「旅情」と二重にな

り、また、主人公が「生命」に対する絶望とし

た気持ちの主張をよく通しているのではないか

。 

 

⑤ 尭にとっての「冷静」 

ここでは「冬の日」その（五）に見られ

る尭の「冷静」について考察したい。「しじゅ

う崩壊に屈しようとする自分を堪えていた。」（

３１６頁）、また、「『俺もこの頃は考え方が少し

ちがって来た』」（３１９頁）、というのは「『俺は

そんなときどうしても冷静になれない。冷静と

いうものは無感動じゃなくて、俺にとっては感

動だ。苦痛だ。しかし、俺の生きる道はその冷

静で自分の肉体や自分の生活が滅びて行くのを

見ていることだ』」（３１９頁）＜２＞、「『自分の

生活が壊れてしまえば、本当の冷静は来ると思

う。水底の岩に落つく木の葉かな・・・・』」（

３２０頁）＜３＞、「『・・・・しかし、こんな考

えは孤独にするな』」（３２０頁）という箇所で気に

なるのは、虚無的・頽廃的な芸術傾向いわゆる

デカダンスが強く感じられるのである。 

そして、「冷静で自分の肉体や自分の生

活が滅びて行く」及び「自分の生活が壊れてし

まえば、本当の冷静は来ると思う。」という二

つの行が見られるが、そこにおける「冷静」と

「本当の冷静」の意味合いを考えてみよう。ま

ず、「冷静」という語句は「檸檬」全集全体に

「冬の日」という唯一の作品にしか現れていな

いのである。それは三箇所に五回しか出ていな

いのである。それは「夕餉をしたために階下へ

下りる頃は、彼の心はもはや冷静に帰っていた

。」（３１６頁）＜１＞及び、以上に引用した＜２＞

、＜３＞の節である。それらは全部「冬の日」

その（五）のみに現れるのであるが、作者がそ

れぞれを別の意味で使っているようである。＜

１＞を見てみると、その「冷静」は「落ち着く

こと」いわゆる普段の意味で使われているが、

＜２＞では主人公は自分なりに「冷静」は「感

動だ。苦痛だ。」という概念を定義しているの

である。が、その定義を基盤として、＜３＞を

考えてみよう。つまり、＜３＞の代わりに感動

、苦痛を置き換えてみると、「自分の生活が壊

れてしまえば、（＝生への訣別をする時になれ

ば）本当の感動と苦痛は来ると思う。」という

読み方が可能である。つまり、今のところでは

肺病が感動と苦痛で自分、自分の生活を滅ぼし

て行くプロセスの最中であるが、悲愴な終わり

いわゆる「死」に襲撃される時になったら、「

本当の感動、苦痛が感じられると思う」、とい

う風に読み取ることが出来ると考えられる。も

ちろん、以上の読み方は下に来る「水底の岩に

落つく木の葉かな・・・・」という文章に精通

はしないが、その下に来る文章を考慮してみよ

う。主人公に当てはまる「木の葉」が水底の岩

に落ち着くまでのプロセスを考える必要がある

。最初にその葉（主人公）は強風（不治の病）

で衰えて散らばり、水の表面（病の世界）まで

運ばれる。そして、波（病の苦痛）に悲惨に打

たれ切った結果は水底に沈着（死亡）し、最後

に、底にある岩に穏やかに落ち着くということ

が言えるのではないだろうか。 

そこで、＜３＞は＜２＞の逆の意味であ

ることを明白に言い切るのであろう。それで、

以上の一節を「健康な人生が送れなく、「生命

」に訣別をし、死相を帯びた主人公の生きる道

（肺病）は感動・苦痛いわゆる「冷静」で自分

の肉体、生活が滅びていく。が、彼の生活が壊

れてしまえば（死んでしまえば）、〈安らぎ〉

すなわち穏やかに落ち着くことができるという

風な読み方も出来るのではないか。そして、ま

さに尭が言う通り「こんな考えは孤独にするな
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」というべきである。つまり、それは「死」に

近付いているという感情に征服され切った主人

公が最後に「死」に親しんでくるのである。あ

るいは、換言すれば、死ねば、安らぎを獲得す

ることができるという完全に負けている気持ち

の代わりに、自分に「死」に対する期待を持た

せるということもいえるのではないか。が、こ

こに言う「親しみ」、「期待」は「Ｋの昇天」

にあるものと全く違うのである。要するに、「

Ｋの昇天」に見られる主人公の「死」に対する

憧れ、期待は「死」が救いをもたらしてくれる

という想念から発生して来るのに対して、「冬

の日」に見られる主人公の「死」に対する期待

は「死」が主人公を襲撃しに迫って来ていると

いう主人公に耐え難い精神的な状態から生まれ

てくるのである。 

 

おわりに 

 

本稿では、「Ｋの昇天――あるいはＫの

溺死」、「桜の樹の下には」、「冬の日」とい

う三つの「珠玉」を『檸檬』作品集の中から選

り抜き、それらを分析しながら、そこにおける

「死」はどのようなイメージを持っているかを

検討してみた。そこで、「Ｋの昇天――あるい

はＫの溺死」の主人公は「死」によって、ある

「生命」から別の「生命」に移転することを指

摘した。つまり、分身であるＫ君という人物は

、月世界へ昇天することによって病の苦悩など

の辛いことばかりであふれた生活から助けださ

れると思ったのではないか。しかし、それはＫ

君の身体のみの無痛の「死」のである。その身

体のみの「死」に対して、魂が「生」を獲得で

きたのである。 

さらに、昇天へのプロセスの最後に来る

「死」によって、Ｋ君が望ましい月世界に移る

ことが出来るということは、昇天へのプロセス

において「死」が本質的かつ最も重大な役割を

果たしていることを意味する。要するに、まる

で「Ｋの昇天――あるいはＫの溺死」における

「死」は救い主の役割を演じているようである

。言い換えれば、「Ｋの昇天――あるいはＫの

溺死」における「死」はあたかも必死に要請さ

れている「生命」への手段のように現れている

のではないかと思う。 

また、「桜の樹の下には」では調整者か

つ美の裏に存在して保障するイメージがあると

指摘した。要するに、「桜の樹の下には」にお

ける「死」のイメージは主人公の憂鬱を完成さ

せることによって、美が主人公の心に引き起こ

した畏怖の念を無くしたり、また、桜の樹がそ

んなに見事に咲かせる水晶のような液を提供し

たりしているという肝心な二重の役割を果たし

ていると言えるのではないか。 

一方、最後に取り上げた「冬の日」で、

主人公及びその家族だけでなく、その周囲の桜

、樫、欅、百舌鳥、椋鳥などまでを襲撃し、逃

れられぬ〈定め〉のイメージがあると指摘した

。それだけではなく、以上の考察から「冬の日

」における「死」のイメージは「Ｋの昇天――

あるいはＫの溺死」、「桜の樹の下には」のと

まったく違うのが極めて明白に分かった。とい

うのは、例えば、上述したように「Ｋの昇天」

における「死」のイメージは「生命」への手法

のようであることに対して、「冬の日」に現れ

る「死」は健康な人生を送ることに絶望した主

人公の悲愴な〈定め〉のようである。要するに

、「Ｋの昇天――あるいはＫの溺死」、「冬の

日」における魂は身体の「外界」に逃れようと

しているが、「死」のイメージは正反対の方向

に進んでおり、別の姿で描かれているしのであ

る。 

以上から、本論で取り上げた三つの作品

において、「死」が様々なイメージを持ってお

り、そして、それぞれが非常に違う調子で表現

されていることが分かる。つまり、三つのイメ

ージを考えてみると、全てが激しいポジティブ

及びネガティブのみに限られていることが分か

る。 

最後に、本稿では紙幅の制限上取り上げられ

なかった、「城のある町にて」、「ある崖上の

感情」、「交尾」、「冬の蠅」「のんきな患者

」などといった「死」のイメージが豊富な作品

については別稿に論じ、これまで明白にした「

死」のイメージとどのように関わるか比較した

い。 

 

【注】 

（１）福田真人『結核の文化史』（名古屋大学

出版会、１９９５年5月）。更に、公益財団

法人結核予防会結核研究所ＨＰに掲載され

ている「表３ 

結核死亡数および死亡率の年次推移」を２

０１４年０３月０１日（午前11時11分）に

参照した。 
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http://www.jata.or.jp/rit/ekigaku/index.php/dow
nload_file/-/view/2161/ 

（ ２） 鈴鈴鈴鈴『 年年作画年大 
梶梶梶梶梶』 （ 河提河河新社、１１１１年１１月、７頁
）  

（３）同上、７頁。 

（４）『新潮文庫 

大正の文豪、CD・ROM版』（新潮社版、１９

９７年） 

（５）中谷孝雄『梶井基次郎』（筑摩叢書、１

９８５年５月、１９６－１９７頁） 

（６）アクセル・ラングランセン、清田正喜訳

「『Ｋの昇天』の構造分析―あるいは『Ｋ

の昇天』の解読―」（「表現研究」第２３

号、１９７６年３月、３７頁） 

（７）大塚常樹「梶井基次郎『Ｋの昇天――或

はＫの溺死』の構造と戦略」（「国文」お

茶の水女子大学国語国文学会、２００１年

１月、７０頁） 

（８）大塚氏、前掲論文、７３頁。さらに、大

塚氏は前掲論文の注（８）において、「Ｋ

がホモセクシャルである可能性も示唆され

ている。とすれば『あなた』は男性である

可能性もある」ということまで述べる。 

（９）鈴木氏、前掲論文、１７４頁。 

（１０）鈴木貞美（『梶井基次郎 

表現する魂』新潮社、１９９６年３月、２

６０頁） 

（１１）志賀直哉（『志賀直哉 

全集第三巻』岩波書店、１９９９年２月、

７－８頁） 

（１２）同上、８－９頁。 

 

【付記】 

本文の引用文は『ちくま日本文学全集 

梶井基次郎』（筑摩書房、１９９９年６月）を

使用した。 
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Abstract. Motojirō Kajii employed many images of death in his works. Most reseachers attribute such images to the experience of being 
infected with tuberculosis at a young age. In this paper, I do not deny the influence of the conditions of his illness, but at the same time 
emphasize the importance of his literary talent. I analyzed three works that were evaluated as famous short stories to catch the images of 
death. In conclusion, the images of death in Motojirō Kajii’s works can be read in a variety of ways that could be classified as not just 
traditional images, but also as aesthetic and fictional images. And this makes the experience of reading his works more enjoyable. 

 
 
 
 
 


